




Study on the Weave Design of Ancient Cloth of J apan. (Part 1) 































( 1 ) 
または|人j 併には内~ulが泣かれていたの このうち織百11司
は ~'i ら ffl~- *告の裂{乍に従事し . 千Ilf.ドpniUに歪つては桃文
師が諸|主lに派遣され.その肢体jl.t'l'!IとからI也}jへも伝え
られた。.，
これら 1:1~の染織については . 1.1-:合院裂や法隆J1・裂に



































3. 色 名 4.打込数
1. 裂 名 祢 2.組織または交際名 ① マンセル記号 ②慣肌色f， ③系統色名 タ本/テ伺ゑ ヨ越/コC糸甥
( 1 ) 平地山形文総綾 山形隙綾文 2.5GY 5.ν4.4 ひわ色 オリ ープグリ ー ン 48 24 
( 2 ) 平地山形文黄緑綾 山形tJ純文 10 GY 6.V l ぜ苛も、厳L 色 Iい策 主 35 <17 
( 3) 平地山形文茶綾 山形様綾文 7.5YR 5.6/6 β傑命f 色 浅 い 民 茶 50 20 
( 4 ) 平地山形文緑絞 山形機織綾文 2.5GY 5.4/4.4 ひわ色 オリ ー プグリ ー:ノ <10 30 
(5 ) よろ付文緋綬 よるけ文 5 R 3.6/7.7 聾 tlい賞味の赤 52 31 
( 6 ) 平地変文くずれ文白綾 菱文く ずれ文 10 YfI. 5/包 自 52 3 1 
( 7 ) 平地入チ菱賂子賞綾 入子変佑子文 5 Y 5.事/4.5 東 令官像島 オ リープイエロ ー <19 29 
( 8 ) 平地二重安入菱格子文3貫録稜 二重O!入菱協子文 ~ . 5GY 5/5 も萌え エ 1菌 緑 (f宙空)
( 9) 平i也入 f獲絡子文茶綬 入子a格子鱒級文 2.5 Y 6.2/4 番 い色る 金 色 49 22 









































1 I I 
図-2 平地山形文貧緑綬
( 2 ) 
藤井他 ・|ニ("t綾の織文の餅究






1 ) 平池山形文総終 :'1'池山形文京紋終.平地山形
文茶校.三B試料についての外観を図- 1， 2， 3に組織‘

















図-5 平地山形文緑綬 b 
( 3 ) 


































( 4 ) 







































7枚目と11枚 目の綜統を結ぶ。 2終日には. 2枚目と 4



























































' 自7B5 • 霊2eE.. 園 ・~園圃-圃.・..・E 路木と綜統の結び方
• • • 
園田











































































~"言語できる の そうなると記号 e の部分I:t..車生浮の長さが
他と少し巡っ ており . 終組織の食いj~いができて . この
百11分から絡のìÆEれが変わっ ている。つまり.~全体を礼
まわして.織られた緯が五越の時には殺の流れ万fUJが'e:.






































































651 3 Z ， 
???
?































































本裂も文様から入子~桁子文に分~liされ‘ 終流t札Lを Lは4 
ると4総JIキ2υ1:*綾Eて
科糸について考!';f守したように.太い紛争糸で絞UをtHして










で蹄み. 今度は逆の方向に時み}}~して tr < 。 これは. 総
糸261ft:を'*.と して.上 1"介tfJ‘の[期{系にあるからである。
つまり上下打ち返しの操作となり.従って士、Jf本側となる
























































































































This report is 011 an investigatiol1 of old fabrics of Japan which are collections of Fujii-Yurillkall 
Museum in Kyoto. Mal1y beautiful designs can be secn in them. 
1) The Yamagata wcave design (Zig-zug ¥Vcave d('sign) is used mostly in ornamcntal lahrics 
about a thousand years ago. 
2) The I-lishi-koshi and Kikko wcav(' designs (Bird-eye Weavc d('sign) can bc Ihc modificatiol1 of 
thc Yamagata weave design. They al madc many allractive pallcrlls. 
3) From the results of these investigations ，we wcrc able tO e~timatc the wea¥'il1g methods of 
these old labrics. 
( (3) 
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